
2002年出上の木簡

も
と
お
か
　
　
く
わ
ば
ら

福
岡
・元
岡

・
桑
原
遺
跡
群

１
　
所
在
地
　
　
　
福
岡
市
西
区
大
字
桑
原

２
　
調
査
期
間
　
　
第

一
人
次
調
査
　
一
九
九
九
年

（平
１１
）

一
〇
月
１
二
〇

〇
二
年
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
福
岡
市
荻
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
吉
留
秀
敏

５
　
遺
跡
の
種
類
　
水
田
跡

・
製
鉄
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
古
墳
時
代
、
七
世
紀
後
半
―

一
三
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

元
岡
遺
跡
群
は
、
福
岡
市
の
西
端
、
糸
島
半
島
の
山
間
部
に
所
在
す
る
。
付

近
は
花
両
岩
基
盤
の
標
高

一
〇

〇
ｍ
以
下
の
丘
陵
地
帝
で
、
小

河
川
に
よ
り
樹
枝
状
に
浸
食
さ

れ
て
い
る
。　
一
人
次
地
点
は
、

七
次
地
点

（「壬
辰
年
」
木
簡
出

土
。
本
誌
第
二
一
号
）
や

一
五
次

原
　
地
占
〔
（解
除

〈祓
〉
木
簡
出
土
。

単削

本
誌
第
二
二
号
）
と
、
二
〇
次

地
点

（「大
宝
元
年
」
木
簡
な
ど

出
土
。
本
誌
第
二
二
号
）
の
ほ
ぼ
中
間
に
あ
た
る
。　
一
五

・
二
〇
次
地
点
と
同
じ

大
原
川
沿
い
で
、
付
近
で
東
西
に
流
れ
る
大
原
川
か
ら
南
に
開
析
さ
れ
た
幅
約

一
Ｏ
Ｏ
ｍ
奥
行
き
約
三
〇
〇
ｍ
の
谷
筋
で
あ
る
。
調
査
は
こ
の
谷
の
中
央
か
ら

東
側
に
か
け
て
の
一
六
人
○
０
２ｍ
を
対
象
と
し
た
。
標
高
は
約

一
二
―
四
〇
ｍ

で
あ
る
。

調
査
の
結
果
、
五
面
の
遺
構
を
確
認
し
た
。
第

一
面
は
中
世
末
か
ら
近
世
、

第
二
面
は
古
代
末
か
ら
中
世
前
期
、
第
三
面
は
古
代
後
期

（主
に
奈
良
時
代
）、

第
四
面
は
古
墳
時
代
後
期
か
ら
古
代
前
期

（飛
鳥
時
代
）、
第
五
面
は
弥
生
時
代

以
前
で
あ
る
。
第
三

。
四
面
で
は
谷
奥
の
斜
面
に
大
規
模
な
造
成
を
伴
い
倉

庫

・
建
物
群

・
製
鉄
施
設
な
ど
が
造
ら
れ
る
。
ま
た
谷
底
に
は
湧
水
点
付
近
に

石
敷
き
井
戸
や
陸
橋
、
池
状
の
貯
水
遺
構
な
ど
が
造
ら
れ
る
。
池
状
遺
構
か
ら

須
恵
器

・
土
師
器
な
ど
の
土
器
類
、
金
属
製
品
、
木
製
品
が
多
数
出
土
し
た
。

「官
」
「広
刀
自
」
の
墨
書
が
あ
る
須
恵
器
や
、
鞍
の
部
材

「居
木
」
な
ど
も

あ
る
。

木
簡
は
谷
底
に
造
ら
れ
た
貯
水
遺
構
か
ら
出
土
し
た
。
第
四
面
下
部
の
黒
色

有
機
質
土
か
ら
の
出
土
で
あ
る
。
本
遺
構
で
は
他
に
、
墨
痕
の
み
の
切
片
二
点

と
、
墨
痕
の
な
い
荷
札
状
に
加
工
さ
れ
た
板
材
が
出
土
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

⑪

　

□

日
□
＜
」
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（じ

る
卜
益

ｏ毬

一
端
に
切
り
込
み
を
も
ち
、
文
字
の
方
向
か
ら
い
う
と
上
部
を
欠
損
し
て
い



る
。
離
れ
た
ニ
カ
所
に
文
字
が
認
め
ら
れ
る
が
、
釈
読
で
き
な
い
。
文
字
の
一

部
が
端
部
の
切
り
込
み
に
切
ら
れ
て
お
り
、
荷
札
状
に
二
次
利
用
さ
れ
る
前
の

墨
書
と
も
考
え
ら
れ
る
。

９
　
関
係
文
献

福
岡
市
教
育
委
員
会

『九
州
大
学
統
合
移
転
用
地
内
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査

概
報
二
十
元
岡

・
桑
原
遺
跡
群
発
掘
調
査
―
』
（福
岡
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書

七
四
三
、
二
〇
〇
三
年
）

（吉
留
秀
敏
）

博
多
研
究
会
編
集

・
発
行

『博
多
研
究
会
誌

一
一
号

―
博
多
遺
跡
群
出
土
墨
書
資
料
集
成
二
』
の
刊
行

中
世
の
貿
易
都
市

。
博
多
か
ら
出
土
し
た
墨
書
資
料
の
資
料
集
成
が
、

『博
多
研
究
会
誌

一
一
号
』
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。

本
書
は
、　
一
九
九
六
年
に
刊
行
さ
れ
た
同
会
編

『博
多
遺
跡
群
出
土
墨

書
資
料
集
成

一
』
の
続
編
で
、　
一
九
九
五
年
か
ら
二
〇
〇

一
年
に
刊
行
さ

れ
た
四
四
冊
の
報
告
書
を
対
象
に
、
墨
書
土
器

・
刻
書
土
器
と
木
簡
総
計

九
四
二
占
〔
（う
ち
、
木
簡
は
博
多
一
〇
〇
次

・
一
〇
三
次
。
一
二
〇
次
出
上
の
四

●
一

の
一
覧
表
と

一
点
ご
と
の
実
測
図
を
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
。

加
え
て
同
書
に
は
、
菅
波
正
人

「福
岡
市
出
上
の
古
代
墨
書
土
器
集

成
」
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
市
内
三
二
遺
跡
か
ら
出
上
し
た
二
六
〇
点
の

墨
書
土
器
が
、　
一
覧
表
と

一
点
ご
と
の
実
測
図
で
簡
便
に
検
索
で
き
る
。

Ｂ
五
版

。
一
四
四
頁

・
二
五
〇
〇
円

問
い
合
わ
せ
先

福
岡
市
教
育
委
員
会
鴻
鱚
館
跡
調
査
事
務
所
　
大
庭
康
時
氏
宛

電
話

・
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
Ｏ
九
二
十
七
二

一
―
〇
二
人
三




